
　　
私
は
、
地
理
に
お
け
る
中
核
的
な
概
念
は
、

『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説　
地
理
歴
史

編
』
に
お
い
て
、
社
会
的
事
象
を
「
地
理
に
か

か
わ
る
事
象
」
と
し
て
捉
え
た
り
、
社
会
に
見

ら
れ
る
課
題
を
「
地
理
的
な
課
題
」
と
し
て
考

察
し
た
り
す
る
際
の
視
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
「
位
置
や
分
布
」「
場
所
」「
人
間
と
自
然

環
境
と
の
相
互
依
存
関
係
」「
空
間
的
相
互
依

存
作
用
」「
地
域
」
の
５
つ
の
視
点
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
人
口
、
都
市
・
村

落
」
の
単
元
で
は
、
特
に
「
人
間
と
自
然
環
境

と
の
相
互
依
存
関
係
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
個
別
の
知
識
の
概
念
化
を
図
る
上
で
重
視
し

て
い
る
の
が
、
協
働
的
な
学
び
で
す
。
自
分
が

理
解
し
た
こ
と
を
他
者
に
説
明
す
る
際
に
は
、

ば
ら
ば
ら
の
知
識
を
関
連
づ
け
て
整
理
し
直
す

必
要
が
あ
る
た
め
、
生
徒
は
個
別
の
知
識
を
統

合
し
て
捉
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
仲

間
と
協
力
し
、
学
び
の
過
程
や
成
果
を
共
有
す

る
経
験
は
、
学
習
へ
の
当
事
者
意
識
を
持
つ
契

機
と
な
り
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

の
育
成
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
地
理
探
究
」
の
授
業
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
ペ
ー
ス

で
小
単
元
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
個
別
最
適

な
学
び
と
、
集
団
を
生
か
し
て
学
び
の
質
を
高

め
る
協
働
的
な
学
び
を
両
立
さ
せ
て
い
ま
す
。

授
業
の
流
れ
は
次
の
通
り
で
す
（
Ｐ
．2
「
授

業
デ
ザ
イ
ン
」
内
の
授
業
内
容
❶
❷
❸
）。

・
授
業
の
前
に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
教
師

が
作
成
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
講
義
動
画
や
、

資
料
集
等
を
使
っ
て
小
単
元
に
つ
い
て
学
ぶ
。

・
授
業
で
は
、
小
単
元
ご
と
に
動
画
や
資
料
集

等
で
学
ん
だ
こ
と
を
３
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
で

共
有
す
る
。

・
共
有
し
た
内
容
を
集
約
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
音

声
入
力
し
て
正
誤
を
判
断
さ
せ
る
。
続
け
て
、

中
核
的
な
概
念
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
問
い

を
生
成
Ａ
Ｉ
に
作
成
さ
せ
る
。

・
生
成
Ａ
Ｉ
が
作
っ
た
問
い
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
っ
た
結
果
を
教
師
に
説
明
す
る
。

・
学
習
の
進
捗
状
況
と
振
り
返
り
を
ク
ラ
ス
の

全
員
で
共
有
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
入
力
す
る
。

　
生
徒
は
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
ペ
ー
ス
で
そ

れ
ぞ
れ
学
び
を
進
め
る
た
め
、
授
業
時
間
内
に

全
員
で
同
じ
内
容
を
学
ん
だ
り
、
同
じ
活
動
に

取
り
組
ん
だ
り
は
し
ま
せ
ん
。
あ
る
グ
ル
ー
プ

は
講
義
動
画
や
資
料
集
で
学
ん
だ
内
容
を
共
有

し
、
別
の
グ
ル
ー
プ
は
生
成
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た

問
い
に
つ
い
て
熟
考
し
、
ま
た
別
の
グ
ル
ー
プ

私
が
考
え
る
中
核
的
な
概
念

地
理
を
学
ぶ
上
で
重
要
な

５
つ
の
視
点
を
理
解
さ
せ
る

授
業
デ
ザ
イ
ン
の
観
点・
工
夫

生
成
Ａ
Ｉ
や
教
師
と
の

対
話
を
通
じ
て
知
識
を
概
念
化

う
え
だ
・
せ
い
や

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。指
導
教
諭
。地
理
歴
史
科（
地

理
）。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
た
個
別
最
適
な
学
び
と

協
働
的
な
学
び
を
通
じ
て
、
個
別
の
知
識
の
概
念
化
を
図
る

宮
崎
県
立
五
ヶ
瀬
中
等
教
育
学
校 

上
田
聖
矢

◎
設
立　
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年　

◎
形
態　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　
１
学
年
（
高
校
）
約
40
人　

◎
２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績　
国
公
立
大
は
、
岡
山

大
、
山
口
大
、
高
知
大
、
佐
賀
大
、
長
崎
大
、
宮
崎
大
、

鹿
児
島
大
な
ど
に
12
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
明
治
大
、

早
稲
田
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院
大
、
西
南
学
院
大
、

福
岡
大
な
ど
に
延
べ
46
人
が
合
格
。

学
校
概
要

地理

中核的な概念
の理解が深まる　

授業デザイン
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は
生
成
Ａ
Ｉ
か
ら
の
問
い
に
対
す
る
解
答
を
練

り
上
げ
、
私
に
説
明
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、

様
々
な
活
動
が
展
開
し
ま
す
。

　
学
習
の
ペ
ー
ス
が
グ
ル
ー
プ
に
委
ね
ら
れ
て

お
り
、
学
ん
で
い
る
小
単
元
も
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
異
な
り
ま
す
。た
だ
し
定
期
考
査
ま
で
に
は
、

試
験
範
囲
の
単
元
の
学
習
を
終
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
の
進
捗
状
況
は
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
確
認
で
き
る
た
め
、
生
徒
は
ほ
か
の

グ
ル
ー
プ
の
ペ
ー
ス
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
グ

ル
ー
プ
内
で
協
力
し
て
学
習
を
進
め
ま
す
。

　
講
義
動
画
や
資
料
集
等
で
学
ん
だ
知
識
を
概

念
化
す
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
が
生
成
Ａ
Ｉ
で
す
（
Ｐ
．３
図
）。
生
徒
は

グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
た
知
識
を
音
声
で
入
力

し
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
正
誤
判
断
さ
せ
ま
す
が
、
他

者
（
生
成
Ａ
Ｉ
）
に
伝
わ
る
よ
う
に
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
、
説
明
す
る
中
で
、
生
徒
は
そ
こ

で
も
個
別
の
知
識
を
整
理
し
、
構
造
化
す
る
た

め
に
思
考
を
巡
ら
せ
ま
す
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
に
は
、
生
徒
が
音
声
入
力
し
た
内

容
を
基
に
、答
え
が
定
ま
る
問
い
を
１
～
２
個
、

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
な
問

い
を
１
個
、
生
徒
に
提
示
す
る
よ
う
、
指
示
し

ま
す
（
Ｐ
．３
図
の
「
プ
ロ
ン
プ
ト
」）。
オ
ー

プ
ン
エ
ン
ド
な
問
い
に
つ
い
て
は
、「
あ
な
た

た
ち
の
身
の
回
り
で
は
ど
う
か
」「
日
本
の
私

た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
か
」
な
ど
、
個
別
の
知
識
を
概
念
化

し
な
い
と
答
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
問
い
を
生
成

時数 学習目標 授業内容

１
〜
15

①小単元「村落の立地と特徴（塊村、円村、
列村、路村、街村、散村）」：地図や航空
写真から村落の立地や形態を読み取り、
自然環境や生活様式との関係を理解する。
地域によって異なる村落の形態を比較し、
人間の生活と環境の結びつきを地理的に
考察する力を養う。

②小単元「都市の立地条件」：交通・地形・
経済的条件など、都市の立地要因を具体
的事例を通して理解する。都市の分布や
発展の背景を読み取り、村落との相互関
係を多面的に考察する力を培う。

③小単元「都市構造モデル」「都市の内部
構造」「都市の平面形態・立面形態」：都
市の内部構造や土地利用の特徴をモデル

（同心円・扇形・多核心）に基づいて理解
する。地図や統計資料を活用し、都市内
部の機能分化や居住・商業・工業地域の
構成を説明できるようにする。

④小単元「都市間構造」「都市の階層性」「都
市問題」：都市間の結びつきや階層構造を
理解し、都市化の進展に伴う課題を考察
する。人口集中や過疎化、環境問題など
の事例を通して、持続可能な都市のあり
方を主体的に探究する態度を育てる。

以下の❶〜❸の学習を小単元ごとに行う。学習のペースは各グループに委ねられている
が、定期考査までに試験範囲の単元の学習を終わらせる必要がある。

❶主に授業時間外〈個別最適な学び〉
• 上田先生が作成した講義動画を視聴したり、資料集を使ったりして小単元について学ぶ。

❷授業時間内〈対話的・協働的な学び〉

❸主に授業時間外〈個別最適な学び〉
•「進捗状況共有シート」に進捗状況を、「自己評価シート」に振り返りを入力する。余裕があ

る生徒は、進捗状況共有シート内に掲載している大学入学共通テストの過去問題に取り組む。

※学校資料を基に編集部で作成。

動画や資料集等で学んだ内容を３〜４人のグループ内で
共有し、その小単元で重要だと思われる知識について確
認する。

Google ドキュメントの機能を活用して、グループ内で
共有した内容をまとめ、音声データとして保存する。

音声データを分析した生成 AI が提示した、修正すべき
箇所や論点、問いについてグループ内で共有し、話し合
う。

グループ内で話し合った内容について、図説資料などを
用いて、10 分以内で分かりやすく上田先生に説明する。

「中核的な概念」の理解が深まる授業デザイン

単元の概要

「中核的な概念」の理解が深まる　授業デザイン

［対象］２年生　［教科・科目］地理・
地理探究　［単元］人口、都市・村落　
［単元目標］村落や都市の立地・構造
などの特徴を、自然環境や社会条件
と関連づけて理解する。人口や都市
問題の解決に向けて構想したことを、
根拠に基づいて論理的に説明・議論
する力を養う。 

● 本単元で理解してほしい中核的な概念　地理を学ぶ上で重要な５つの視点のうち、特に
「人間と自然環境との相互依存関係」の理解。

● 中核的な概念の理解を通じて育成したい資質・能力
• 既習の知識をつなげて考える力。
• 主体的に学習に取り組む態度。
• 学んだことをグループ内で共有し、まとめたり、教え合ったりする力。また、そうし
たことを通じて学習した内容をより深く理解する力。
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Ａ
Ｉ
は
作
成
し
ま
す
。
し
か
も
、
生
徒
た
ち
が

ま
と
め
た
内
容
を
踏
ま
え
た
問
い
で
す
か
ら
、

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
学
び
を
深
め
る
適
切
な
問

い
だ
と
言
え
ま
す
。

　
以
前
は
小
単
元
ご
と
に
、
私
が
ク
ラ
ス
全
員

に
共
通
の
問
い
を
提
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
教

科
書
の
内
容
を
網
羅
的
に
私
に
説
明
す
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
、
問
い
が
生
き
て
働
く
知
識
の

獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
深
く

学
ん
だ
内
容
と
、
私
が
出
し
た
ク
ラ
ス
共
通
の

問
い
が
か
み
合
っ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
し

た
。
し
か
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
、
各
グ
ル
ー
プ
が

深
く
議
論
し
た
こ
と
を
基
に
問
い
を
つ
く
る
よ

う
に
な
る
と
、生
徒
の
解
答
も
冗
長
に
な
ら
ず
、

問
い
に
対
し
て
的
確
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
オ
ー
プ
ン
エ

ン
ド
な
問
い
に
対
す
る
生
徒
の
解
答
に
対
し
て

私
は
、「
ほ
か
の
地
域
で
は
ど
う
だ
ろ
う
？
」「
将

来
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
？
」
な
ど
と
、
さ
ら
に

知
識
を
転
用
し
て
考
え
る
よ
う
な
問
い
を
投
げ

か
け
る
役
割
に
徹
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ハ
ル
シ

ネ
ー
シ
ョ
ン
（
＊
１
）
に
つ
い
て
の
危
惧
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
あ
ら
か
じ
め

教
科
書
と
資
料
集
を
読
み
込
ま
せ
、
そ
れ
ら
の

内
容
を
基
に
し
て
生
徒
と
や
り
取
り
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
た
め
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
誤
り
を
教

え
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
（
＊
２
）。
も

し
間
違
っ
た
こ
と
を
教
え
た
と
し
て
も
、
生
成

Ａ
Ｉ
か
ら
の
問
い
を
生
徒
同
士
で
熟
考
す
る
中

で
、
あ
る
い
は
そ
の
問
い
に
対
す
る
解
答
を
私

に
説
明
す
る
中
で
、生
徒
は
誤
り
に
気
づ
き
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
説
明
は
う
の
み
に
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
を
生
徒
は
理
解
し
て
い
る
の
で
す
。

　
生
徒
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
、
模
擬

試
験
や
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
結
果
は
明
ら

か
に
よ
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
度
の
初

め
は
、
生
徒
は
私
の
授
業
ス
タ
イ
ル
に
か
な
り

戸
惑
い
ま
し
た
し
、
教
師
の
説
明
が
中
心
の
授

業
を
望
む
声
も
少
な
か
ら
ず
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
私
は
、
講
義
を
聞
い
た
り
、

教
科
書
を
読
ん
だ
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
グ

ル
ー
プ
で
議
論
し
た
り
、
教
え
合
っ
た
り
す
る

こ
と
で
学
習
内
容
が
定
着
す
る
こ
と
を
生
徒
に

伝
え
、
私
の
授
業
ス
タ
イ
ル
へ
の
理
解
を
求
め

ま
し
た
。
講
義
動
画
も
初
め
の
頃
は
見
て
こ
な

い
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
グ

ル
ー
プ
内
で
の
学
習
内
容
の
共
有
も
ス
ム
ー
ズ

に
進
ま
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
私
は
講
義
型
の
授
業
に
戻
す
こ

と
は
せ
ず
、
正
確
な
説
明
や
生
き
て
働
く
知
識

が
求
め
ら
れ
る
問
い
を
生
徒
に
投
げ
か
け
続
け

た
と
こ
ろ
、
少
し
ず
つ
生
徒
は
、「
講
義
動
画

を
見
て
お
か
な
い
と
グ
ル
ー
プ
内
で
の
共
有
が

で
き
な
い
」「
こ
の
程
度
の
浅
い
理
解
だ
と
先

生
か
ら
突
っ
込
ま
れ
る
」
な
ど
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
が
期
待
す
る
学
び
の

深
さ
を
生
徒
が
理
解
す
る
ま
で
に
３
か
月
は
か

か
り
ま
し
た
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
私
と
の
対
話
の

中
で
中
核
的
な
概
念
等
の
理
解
を
深
め
る
生
徒

の
様
子
を
見
る
と
、
生
徒
の
変
容
を
辛
抱
強
く

待
っ
た
か
い
が
あ
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　
高
校
の
授
業
は
、
教
師
主
導
か
ら
生
徒
主
体

の
学
び
へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
指
導
教
諭
と
し
て
も
、
生
徒
主
体
の
学

び
を
学
校
全
体
で
実
現
す
る
こ
と
を
、
よ
り
一

層
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

成
果
と
展
望

自
ら
学
び
を
進
め
、
深
め
る
力
は

時
間
を
か
け
て
身
に
つ
い
て
い
く

生成ＡＩを活用して
生徒の学びを深める問いをつくる

図

■ あるグループが入力した音声

■ 生成 AI の回答

村落と都市の立地条件について話します。集落から分岐して村落と
都市に分かれており、一般的に人口が少なく、第1次産業（農業・林業・
水産業）を主とするのが村落であり、人口が多く、第 2 次産業（製
造業）や第 3 次産業（サービス業）を中心とするのが都市である。
立地点は平野の中心である。 平野は地形が平坦で、建物や道路など
の……（以下略）

■内容の正確性について
1.集落の分類 : 村落（人口少、第 1 次産業中心）と都市（人口多、

第 2 次・第 3 次産業中心）という分類は、基本的な定義として
適切です……（以下略）

■理解を深めるための補足
1.	多様な都市の立地条件 : 今回挙げた 3 つの条件（平野、谷口、海

峡）以外にも、都市が立地する条件はたくさんあります。例えば、
港湾 : 海上交通に適した天然の良港（例：横浜……（以下略）

■対話のための論点
〈答えが定まる問い〉
１.今回挙げた「平野」「谷口」「海峡」以外に、都市が立地し
やすい場所にはどのような特徴があるだろうか？
２.「谷口」の都市（例：青梅市）では、山地側のどのような
もの（産物）と平野側のどのようなもの（産物）が交換され
ていたと考えられるだろうか？

〈オープンエンドな問い〉
３.飛行機やインターネットなど、交通網や通信技術が非常に
発達した現代において、東京（平野の中心）や函館（海峡の都市）
のような伝統的な立地条件の重要性は、昔と比べてどのよう
に変化している（あるいは、変化していない）だろうか？

それらの論点について話し合うことで、都市が「なぜそこに
立地したのか（過去）」だけでなく、「なぜ今もそこにあるの
か（現在）」「これからどうなるのか（未来）」という時間的な
視点も持って考えることができると思います。

※学校資料を基に編集部で作成。

①内容の正確性を判断し、適宜修正すること。②理
解を深めるための補足があれば具体的に挙げるこ
と。③グループ内での対話のテーマ（答えが定まる
問いを１～２個、答えが１つではないオープンエン
ドな問いを１個）を提示すること。

プロンプト
（生成AI
への指示）

＊1　事実に基づかない回答を生成する、生成AI特有の現象。AIが幻覚（ハルシネーション）を見ているかのように、もっともらしい誤った回答を生成することから、そのよう
に呼ばれる。
＊2　教科書等を生成AIに読み込ませることを禁止している会社もある。

「中核的な概念」の理解が深まる授業デザイン

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
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担
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お
勧
め
の
分
掌
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